
 

 

 
 

 

昨今、痛ましい事件や事故などの報道がなされることが多々あります。介護現場で生活援助をするうえで、ご自身

や周りの職員の介助方法について今一度振り返ってみませんか？？ 

介護職が法令を遵守しケアを行う事は、ご利用者や家族を守るだけでなく、私たち介護職を守る事にもつながり

ます。その上でご利用者の生活の質の向上を図ることが専門職には求められます。 

コロナ禍で家族の面会や、今まで当たり前だった様々な方が施設を訪れることに制限をせざるを得ない状況が続

きました。 

そのような中、今一度、介護を生業とする私たちは利用者の尊厳も含めこの研修を通して再考する必要があると

考えます。共に学びましょう。 

記 

１ 日 時  令和 5年 1月 18日（水）１３：3０ ～ １７：００ （受付１3：0０～） 

      

２ プログラム 

時 間 内  容 

13：０0～ 受付 

13：30～ 

身体拘束・権利擁護について 

身体拘束廃止への実践的な取り組みを通して具体的な対応、 

原因分析、記録やその防止策 など 

16：30～ 

1７：00 

まとめ （質疑応答時間あり） 

終了 

 

３ 講 師  土井 敏之氏  ケア研究会ＰＡＤ Ｌａｂ．（パッドラボ）代表 

理学療法士・認知症介護指導者

4 会 場  大阪府社会福祉会館 ３F 

5 〆切り  令和 4年 12月 2８日（水） 又は定員 15名になり次第

6 受講料  会員（賛助会員含む） 2，5００円   一般 5，０００円 

※ キャンセル等による受講料の返金はいたしません。 

7 申込方法  

① 裏面申込書に記入の上、ＱＲコード・URL・メール・ＦＡＸでお申し込みください。     

② 事務局からメールなどにて受講票をお送りします。 

③ 受講票に記載してあります振込み先へ受講料をお振込みください。 

 

    申し込み・問合せ先   公益社団法人大阪介護福祉士会 ９時～1７時（月～金） 

     〒542-0012 大阪市中央区谷町 7 丁目 4 番 15 号 大阪府社会福祉会館 3F 

     TEL 06-6766-3633 / FAX 06-6766-3632 

メール info@kaigo-osaka.jp    ホームページ http: //www.kaigo-osaka.jp 
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送信先  公益社団法人 大阪介護福祉士会 
FAX 06-6766-3632  

 

『「身体拘束」「権利擁護」について考える』 

研修申込書 

ふりがな  

氏  名 

 

 

 

 会員(№          ) ・ 賛助会員（法人・個人）  ・ 一般 

住  所 

〒    － 

 

連絡先（ＴＥＬ）         －          － 

アドレス（必須）  

勤務先 

事業所名 

 

 

 

住所 

 

 

 

電話番号  

ＦＡＸ番号 
 

 

※ご記入いただいた個人情報は、本研修に関する連絡のみに利用し、その他の目的には利用しません。 

 

https://pro.form-mailer.jp/fms/5f68debf261931             

 

 

        

 

https://pro.form-mailer.jp/fms/5f68debf261931

